
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（灯標） 

発生日時 令和８年１月２７日 ０６時２３分頃 

発生場所 阪神港堺泉北
せんぼく

区浜寺航路（浜寺航路第９号灯標） 

 （概位 北緯３４°３３.５′ 東経１３５°２３.４′） 

事故の概要  押船第八新生
しんせい

丸は、バージしんせいと押船列を構成して航行中、押

船列が灯標に衝突した。 

事故調査の経過 令和８年１月２９日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 押船 第八新生丸、１９トン 

   ２７３－１１２４２大阪、株式会社千石（Ａ社） 

Ｂ バージ しんせい、不詳 

   なし、Ａ社 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ Ａ船及びＢ船 

 乗組員等に関する情報 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ船 船底外板に擦過傷 

Ｂ船 船首部に凹損、船底外板に擦過傷 

灯標 頭標の脱落、梯子
は し ご

等に曲損、レーダーリフレクター等に破損、

太陽電池モジュール等に濡損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

日出時刻：０７時００分頃 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか２人（以下「甲板員Ａ１」及び「甲板員Ａ２」と

いう。）が乗り組み、Ａ船の船首部をＢ船の船尾凹部に連結して押船

列（以下「Ａ船押船列」という。）を構成し、阪神港堺泉北区で揚げ

荷役を行う目的で、大阪府阪南港を出航した。 

 Ｂ船の船首甲板にはバックホウ（油圧ショベル型掘削機）が搭載さ

Ｂ船 Ａ船 



れており、Ａ船の操舵室からは正船首方に死角が生じていた。（写真

２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ Ａ船の操舵室からの見通し状況 

 

 船長Ａは、ＧＰＳプロッター及びレーダー（ノースアップ、０.７５

海里（Ｍ）レンジ、オンセンター）を作動させ、Ａ船の操舵室左舷側

の操縦席に座って手動操舵で操船していた。 

 Ａ船押船列は、浜寺航路に向けて、阪神港堺泉北区を約６.５ノッ

トの対地速力で北東進した。 

 船長Ａは、阪南港から目的地までの操船経験が豊富であり、ふだん

浜寺航路第１０号灯標（以下「浜寺航路」を冠する灯標名は、これを

省略する。）の東側から同航路に入り、右舷船首方に堺浜寺南防波堤

灯台を、左舷船首方に堺浜寺北防波堤灯台を視認しながらＡ船押船列

を東進させていた。 

（図１ 参照） 
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図１ 事故発生経過概略図 

 

 船長Ａは、ふだんどおりの進路で浜寺航路に入るつもりで操船して

いたところ、第１０号灯標南側の船首方２Ｍ付近に貨物船らしき停泊

船約５隻を視認した。 

 船長Ａは、これまで浜寺航路南側に停泊船を約５隻も視認したこと

がなかったので、停泊船から距離を取ろうと思い、Ａ船押船列を北北
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東進させて操船経験のない第８号灯標の西側から浜寺航路に入ること

とした。 

 船長Ａは、浜寺航路を航行中の他船を見掛けず、同航路の中央付近

を通航させようと思い、Ａ船押船列を第８号灯標とその北側の第７号

灯標の中間付近に向けて右転させた。 

 船長Ａは、これまで夜間に第１０号灯標の東側から浜寺航路に入っ

た際、右舷船首方に堺浜寺南防波堤灯台の灯光（赤）を、左舷船首方

に堺浜寺北防波堤灯台の灯光（緑）を視認できていた。 

 そのため、船長Ａは、第８号灯標の西側から浜寺航路に入れば、右

舷船首方に第１０号灯標の灯光（赤）を、左舷船首方に第９号灯標

（以下「本件灯標」という。）の灯光（緑）を視認できると思ってい

た。 

 船長Ａは、Ａ船押船列が第８号灯標と第７号灯標の間を通過する

頃、右舷船首方に第１０号灯標の灯光を視認できたが、本件灯標の灯

光が視認できなかったので、同灯光を探そうと目視のみで左舷船首方

の見張りを行いながら操船していたところ、衝撃を感じた。 

 船長Ａは、Ａ船押船列が何かに衝突したと思い、機関を後進にして

Ａ船押船列を停止させた。 

 Ｂ船の居住区で休憩していた甲板員Ａ１及び甲板員Ａ２は、Ｂ船の船

底から「ゴロゴロ」という異音が聞こえたので、同居住区から出たと

ころ、損傷した状態で点滅している本件灯標をＡ船の右舷船尾方至近

に視認した。 

 甲板員Ａ１は、Ａ船の操舵室に行き、Ａ船押船列が本件灯標に衝突

したことを船長Ａに報告した後、Ａ船の機関室が浸水していないか確

認するために同室へ向かった。 

 甲板員Ａ１は、機関室に浸水がないことを確認した後、海上保安庁

に本事故の発生を通報した。また、甲板員Ａ２がＡ社に本事故の発生

を連絡した。 

 船長Ａは、ＧＰＳプロッターの操作に不慣れであり、Ａ船押船列の

速力を確認するために同プロッターを作動させていた。 

 現場調査時にＡ船のＧＰＳプロッターを作動させたところ、浜寺航

路及び本件灯標が表示されることが確認された。（写真３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ Ａ船のＧＰＳプロッターの画面（現場調査時に撮影） 

 

 本件灯標は、灯質が、単閃緑光、毎３秒に１閃光、光達距離が４Ｍ

である。 

 船長Ａは、本件灯標の位置及び灯質について詳細に認識していな

かった。また、本事故当時、本件灯標の灯光が背景の街明かりなどに

紛れて視認できない状況ではなかった。 

分析 (1) 船長Ａは、ＧＰＳプロッターの操作に慣熟しておらず、ふだん

から目視に頼って操船していたことから、これまで操船経験のな

い進路で浜寺航路に入ることを余儀なくされた際、同航路の灯標

を正確に識別できなかった可能性があるものと考えられる。 

(2) 船長Ａは、ふだん右舷船首方に灯台の灯光（赤）を、左舷船首

方に灯台の灯光（緑）を視認できており、本事故当時、右舷船首

方に第１０号灯標の灯光（赤）を視認できたことから、左舷船首

方に本件灯標の灯光（緑）を視認できると思い、目視で左舷船首

方の見張りを行っていたものと考えられる。 

(3) 船長Ａは、Ｂ船に搭載されたバックホウによって生じた正船首

方の死角を補うように、レーダーによる見張りを行っていなかっ

たことから、同死角に入っていた本件灯標に気付かなかったもの

と考えられる。 

(4) (1)～(3)から、Ａ船押船列が航行中、船長Ａは正船首方の見張

りがおろそかになり、Ａ船押船列が本件灯標に衝突したものと考

えられる。 

原因  本事故は、夜間、Ａ船押船列が航行中、船長Ａが、正船首方の死角

を補う見張りを行っていなかったため、Ａ船押船列が本件灯標に向

かっていることに気付かず、Ａ船押船列が本件灯標に衝突したものと

考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

浜寺航路 

本件灯標 



られる。 

 ・船長は、夜間、灯標等が存在する航路を操船する際、航海計器

（レーダー等）を活用して適切な見張りを行うこと。 

 


